
2023 年度 小委員会活動成果報告 
（2023 年 2 月 8 日作成） 

小委員会名 ワークプレイス小委員会 
主 査 名：佐藤 泰 
就任年月：2022 年 4 月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

建築計画委員会 
（施設計画運営委員会） 

委員長名：清家 剛 
主 査 名：山田 あすか 

設 置 期 間 2022 年 4 月  ～  2024 年 3 月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

人々の働き方や働く場所が多様化する社会状況に対応して、単にオフィスビルに

とどまらず様々な業態の働く場を「ワークプレイス」という概念を用いて、横断

的・包括的に研究を展開し、これからの「ワークプレイス」のあり方を提案する

目的で研究活動と研究交流を行う。 
とくに、知識創造活動を行う場としてワークプレイスをとらえ、生産性の向上に

寄与する環境のあり方を研究する。 
 
初年度： 
1)「ワークプレイス・デザイン連続ゼミナール」の継続開催 

2) 最新のワークプレイス事例調査 

3) 若手研究者・実務者のアイディアシート集の作成 
 
２年度： 
1) 「ワークプレイス・デザイン連続ゼミナール」の継続開催 

   ┗ 若手アイディアシート集を元に企画立案  
2) 最新のワークプレイス事例調査 

委員構成 
（委員名（所属）） 

委員公募の有無：無 

主査：佐藤 泰（名古屋市立大学） 
幹事：辻井 耕太郎（プラス）、恒川 和久（名古屋大学） 
委員：鵜飼 真成（早稲田大学）、大滝 仁実（ヴィス）、沖 拓弥（東京工業大学）、 
   掛井 秀一（徳島大学）、地主 廣明（東京造形大学）、白川 真裕（早稲田大学）、 
   納村 信之（名古屋商科大学）、花田 愛（オカムラ）、籾山 明久（NTT ファシリテ

ィーズ）、古阪 幸代（FM 女性ネットワーク）、松本 裕司（NTT ファシリティーズ）

設置 WG 
（WG 名：目的） 

 

2023 年度予算   135,000 円
ホームページ公開の有無：無 

委員会 HP アドレス：無 

 

項  目 自己評価 

委員会開催数 4 回（年度内計画を含む） 

刊行物 
（シンポジウム資料等は

除く） 
 

講習会  

催し物 
（シンポジウム・セミナー等） 
*能力開発支援事業委員会

承認企画 

シン・ワークプレイス・デザイン連続ゼミナール 
第 1 回「多様な視点から読み解くワークプレイス」 

参加者数 36 名

大会研究集会  

対外的意見表明・パ

ブリックコメント等 
 



目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 

１．「ワークプレイス・デザイン連続ゼミナール」について、2022 年度の実施は

叶わなかったが、2023 年度に 1件実施予定である。 
２．最新のワークプレイス事例調査について、事例調査は叶わなかったが、新委

員の研究内容の紹介を進め、研究領域での蓄積・発展について議論を深めた。

2024 年度は、事例調査も進めていきたい。 
３．若手研究者・実務者のアイディアシート集の作成については、立場によって

求める分量の違い、主に実務者の情報公開範囲などの議論を進め、2024 年度

に実施予定である。 

４．2023 年度の学会大会にて、オーガナイズドセッション「拡張するワークプレ

イス・ワークスタイル」を開催し、拡張・多様化の進むワークプレイスの議

論が可視化される場を設けた。 

委員会活動の問題点 
・課題 

経験のある既存委員とそれぞれ異なる専門性をもつ新委員の間で知識の伝達・共

有を進めることで、より深く、新しい議論を進めていきたい。 

 


